













































































































































































































































































































































































































































Knud Togeby : L'œuvre de Maupassant, PUF., 1953, p.146）。
5　「突然」を意味する語の多用・偏愛はモーパッサンの特色である。拙
稿「Manpassant : La Petite Roqueを読む」（武庫川女子大学紀要　第30集
〈1982〉）を参照。
6　Delaisement はモーパッサンの登場人物たちの孤独を「強迫観念」（psychose）






8　La nuitに関してNafissa A.-F. Schaschは、「この夜、ほんの数時間前に大き
な喜びの源であった夜が、突然、彼の苦しみのもととなる」と記した（当
然の要約であるが）。原因こそちがえ、夜はロザリにも不幸をもたらし
た、二度（裏切りと出産）。cf. Nafissa A.-F. Schasch: Guy de Maupassnat et le 
Fantastique ténébreux, Nizet, 1983, p.139。
9　アンリ・トロワイヤは、モーパッサンの私生児テーマにふれてこのテーマ
の扱われ方を列挙したが、子殺しに言及するのは忘れたようである（cf, 
Henri Troyat : Maupassant, Flammarion, 1989, pp.184-185）。
10　Togebyは前掲書で「職を失うのがこわくて、双子を殺した」という（p.85）。
－ 68 －
心のどこかにそんな気持もひそんでいたであろうか（疑問の度合いは強い
が）。
11　Togebyはまた、「裁判ものでは傍聴人たちが物語と情動的に応じ合う」
（ibid., p.141）と指摘し、本作の「泣き」をその例に含めている。
